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セブン ビーチ プロジェクト

活動を始めたきっかけは

参加してくださる方々は、どんな方々ですか

今後七ヶ浜でやっていきたいことは

町や議会への要望は

今回の表紙

編
集
後
記

　月に一度の「月イチ ビーチクリーン」では、菖蒲田浜をメインにSTK工
業さまのご協力のもと砂浜のゴミはもちろんですが、流木や漁具の回収、
防潮堤を越えてたまってしまった海の砂を海岸に戻す活動をしています。
毎週土曜日の「Saturday Beach Clean」では、町内のさまざまな砂浜
をメインに、阿川沼や道路沿いなどのクリーン活動をしております。

　サーフィンをしている中で、海上にゴミが浮いていることに気がつきま
した。以前はあまり海洋ゴミを気にすることがありませんでしたが、海が無
ければサーフィンなどのマリンアクティビティはできません。自分たちは自
然の恵みで遊ばせてもらっているのだと気付き、自分にできることはビー
チクリーンで豊かな海を守ることだと考え活動を開始しました。

　最初は地元の方や近隣の方、サーフィンや海遊びをしている方が多か
ったです。最近では、仙台や遠方から来る方、環境に興味がある方、七ヶ
浜の雰囲気が好きだという方など、さまざまな人たちが参加しています。

　すてきな海のある七ヶ浜を、もっといろいろな人に知ってもらう活動をし
ていきたいです。

　いつでも誰もがビーチクリーンができるように集積所を置くことや、漂
着物処理費用が自治体の負担になること、拾うことが正解かどうかを議論
し協力しながら進んでほしいと思っています。また、七ヶ浜は避暑地という
素晴らしい歴史や豊かな自然が魅力です。未来の子どもたちのために、景
観にも配慮された素晴らしい街づくりをしてほしいです。私たちも七ヶ浜
を愛する者として、少しでも町がいい環境になるよう頑張ります！

　ビーチクリーンを中心に活動を行っているSEVEN BEACH PROJECT
ビーチクリーンリーダーの細川慎治さん(多賀城市)に、お話を伺いま
した。

ほそかわ  しんじ

詳しくは議会事務局(℡357-7435)
または、町ウェブサイト「町民便利帳」
をご覧ください。
 http://www.shichigahama.com

 ☆議会を傍聴してみませんか☆

－次の６月会議は６月１日開会予定です－

SEVEN BEACH
 PROJECT
インスタグラム

議会だよりでは表紙写真を募集しています。
Eメールで写真をお送りください。

㉔

ビーチクリーンで

　　　　　　　
　　豊かな海を守りたい

問１　新たに設置されたまちづくり振興
　　　基金。さて、その金額は。
　　①　１億８０００万円
　　②　１万８０００円
　　③　１億８０００万ドル

問２　ぐるりんこの運行状況がわかる
　　　システムの名前は。
　　①　ドライブマイカー
　　②　バスロケ－ション
　　③　バスナビゲーション

問３　新年度に本町の特産をめざす
　　　貝の名は。
　　①　スズメガイ
　　②　カラスガイ
　　③　トリガイ

<３つの中から選んでね>

　はがきにクイズの答え、氏名、住所、年齢、
議会へのご意見を書いてお送りください。
（メール可）
　正解者の中から抽選で３人の方に図書券
を進呈します。

〒985-8577
七ヶ浜町東宮浜字丑谷辺５－１
　七ヶ浜町議会事務局　議会だより係
Ｅメール gikai@shichigahama.com

令和４年５月２７日（当日消印有効）

応募方法
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新たな長期総合　　計画がスタート‼令和４年度
 当初予算 ７０億円

特　　集　－議題の核心に迫る－

３ 月
会 議

　「令和４年度実施計画」の８つの基本目標に
あわせ、事業の紹介をします。
（一般会計予算の詳細は｢広報しちがはま｣をご覧ください）

　令和４年定例会３月会議を３月１日から１４日までの会期で開催しました。
　令和４年度当初予算は、ポストコロナを見据え「安心  笑顔  心いやされるまち」を目指し、
70億円で編成。新型コロナウイルス感染症対策関連事業、新設認可保育所の開設に伴う
保育所等整備事業費などの計上により、前年度より５億円の増額となっています。
　また、令和３年度補正予算や条例の一部改正など２６件の議案を審議し、いずれも原案
のとおり可決しました。一般質問は６人の議員が、それぞれ町の考えを問いただしました。

　水質浄化施設の稼働に加え、身近な自然と
のふれあいの場として町民農園を提供し、環境
の保全と環境配慮意識の醸成を図るものです。

　美しいまちづくりの推進と町民の連携・地域づ
くりの意識高揚を図るため、花と緑のまちづくり
推進団体や地区住民の協力により、町内の花
壇に花の苗を植栽するものです。

　良好な環境と安全な多目的広場と
して維持するため、芝生管理や除草
などを行うものです。

観光振興事業　２０４６万円

　東北復興宇宙ミッション事業において、希少な赤
色系ルバーブが宇宙から帰還したことから、令和４年
度には意欲ある生産者や栽培希望者を対象に栽培
講習会を実施し、参加者に苗を頒布することで町内
外への認知を拡大して食材としての活用を推進する
ものです。

フィッシャーマンズ・チャレンジ事業

　　　　　　　　　　　　　１００２万円

　新たな本町の特産物となることを目指し、トリガイ
の種苗生産や育成調査研究を行うものです。

農業振興事業（ルバーブ）　５万円
　町内環境美化の推進を図るとともに、ごみ減
量やリサイクル等の実践方法の普及や環境美化
の啓発のため、環境フェスタやしちがはま環境大
賞を開催するものです。

　七ヶ浜町長期総合計画［2022－2031］政策
目標の一つである「ふと歩きたくなるまちにしよ
う」の実現に向け、令和４年度では計画を策定
し、令和５年度以降事業に取り組むものです。

① 「癒しの空間を共感するまちづくり」

花と緑のまちづくり推進事業
　　　　　　　　　　　　　　４３８万円 自然環境保全事業　３２０万円

環境美化推進事業　９７７万円 逍遥のまちづくり事業　３００万円

② 「活気を創造していくまちづくり」

新型コロナウイルスワクチン
　　　接種事業　1億１０９０万円

　新型コロナウイルスの感染拡大予防のため、
ワクチン接種事業を行うものです。

③ 「健幸で生きがいを持つまちづくり」

七ヶ浜ハッピープロジェクト事業
　　　　　　　　　　　　　　５９万円

　普段の生活の中にある思いやり・気遣い・感謝
などによって生み出されるハッピーホルモンの分
泌を促進しながら、町民の健幸作りに取り組む
ものです。

　本町のにぎわい創出のために菖蒲田海水浴場開
設や、観光協会への補助などを実施する他、各観光
関連施設の維持管理を実施します。
　令和４年度は長須賀多目的広場を活用したイベ
ントを開催するものです。

昨年度比５億円増

長須賀多目的広場管理事業　７５１万円

イベントが開催される「ながすか多目的広場」

清掃活動をするパトロールスタッフ

（P6）

（P7）

環境が整って、
楽しく遊べるね！

ぼっけのボーちゃん

（P7）

（P7）（P7）

③ しちがはま議会だより　第151号　令和4年4月27日発行 しちがはま議会だより　第151号　令和4年4月27日発行 ②



町ウェブサイト事業　１５５万円

　町ウェブサイトによりスマートフォンやパソコンなどのインターネット端末の画面表示に最適化された、迅
速で分かりやすい情報発信、ＳＮＳを活用した観光やイベントなどの情報発信を行うものです。

斎場共同運営事業　１１７７万円

　斎場の管理運営を二市三町の広域共同で行う
ものです。

⑧ 「共に築く新たなまちづくり」

上水道維持整備事業（水道事業会計）　９８００万円

　安全で安心な飲み水の安定供給を図るため、老朽化がみられる配水管について耐震性を有する管渠へ
の更新工事を行うものです。

⑦ 「快適に楽しく暮らせるまちづくり」

公共交通ネットワーク形成事業　８３１９万円

　町民の足として必要不可欠な交通手段であ
る七ヶ浜町民バス「ぐるりんこ」「多賀城東部線」
を運行するものです。６５歳以上の方は運転経
歴証明書提示で１年間運賃無料、中学校卒業
時「ぐるりんこ」お試し乗車券配布、利便性向上
のためバスロケーションシステムを導入するも
のです。

　施設はバリアフリー、視覚障害者誘導ブロック
が敷設。施設案内板は点字加工がされています。
　また、待合ロビーにはキッズスペースと授乳室
が設けられ、調乳専用浄水給湯器が設置されて
います。
　動物火葬に対応しており、ペットも家族の一員
として火葬が行われます。
（ペット火葬専用入り口が設けられています）

バスロケーションシステムとは・・・
ＧＰＳ搭載のスマートフォンをバスにのせ、
バス利用者のスマートフォンで運行状況を
リアルタイムで分かるシステムです。

かんきょ

総工費：21億8,336万円
（設計・管理費等を含む）

特　　集　－議題の核心に迫る－

交通安全推進事業　５６５万円

　下水道施設の浸水被害による社会的影響の抑制
と、住民に対する浸水情報提供のため、浸水シミュ
レーションを行うことにより内水浸水想定区域を把
握し、内水ハザードマップを作成するものです。

消防事業　２億９２９５万円

　地域消防力の向上を図るため、広域消防救急体
制を推進し、消防救急活動の効率化に努めるととも
に、消防団の装備等の充実強化を図り、火災や災害
時に迅速に対応できる体制を整えるものです。

内水ハザードマップ作成事業
(下水道事業特別会計)３２００万円

⑥ 「みんなでつくる安全安心なまちづくり」

　交通安全指導車巡回等による周知や、春・秋の
交通安全運動期間中の啓発運動の実施、高齢者を
対象としたドライビングシミュレーターの活用によ
る交通安全対策の強化、飲酒運転根絶活動等によ
り、交通安全意識の向上を図るものです。

運転脳年齢・技能をチェック動物火葬に対応した塩釜地区りふ斎苑

専用アプリで利便性アップ

（P7）

子ども家庭総合支援拠点事業
　　　　　　　　　　　　　１３７万円

　子ども、妊産婦やその家庭に関する支援を一体的
に担う拠点として、専門職による個別相談・情報提供
のほか、要保護・要支援児童等への対応について関
係機関と連携した支援を行うものです。
　また、令和４年から心理士による相談支援事業を
拡充するものです。

④ 「子どものゆめを応援するまちづくり」

乳幼児健康診査等事業
　　　　　　　　　　　　５０２万円

　乳幼児の健康の保持、増進を図るため、乳幼児に
対する保健指導、健康診査等を行うものです。
　また、令和４年度から３歳児健診において視覚ス
クリーニング検査機器を用いた屈折検査を新たに導
入するものです。

　成長期における児童生徒の心身の健全な発達のため、バランスの取れた栄養豊かな食事を提供す
るものです。また、健康の増進や体位の向上はもちろん、感染症予防対策を十分に図り、正しい食事
のあり方や望ましい食習慣の形成を図り心豊かな児童生徒を育成するものです。

学校給食センター管理運営事業　１億４８７３万円

七ヶ浜アロープログラム事業
　　　　　　　　　　　　　　２１８万円

　スポーツダーツを活用した地域活動に対応し、健
康寿命の延伸、世代間交流の活性化や新しいコミュ
ニティの創出に向けた事業を実施するものです。

⑤ 「ひとと地域を笑顔でつなぐまちづくり」

七ヶ浜国際村管理運営事業
　　　　　　　　　　　　６８０１万円

　本町の文化芸術の拠点である七ヶ浜国際村にお
いて、事業協会による自主事業、貸館事業、レンタ
ルスペースなどを適切に管理し、文化芸術の振興や
住民の利便性向上に努めるものです。

（P8）

（P8）

⑤ しちがはま議会だより　第151号　令和4年4月27日発行 しちがはま議会だより　第151号　令和4年4月27日発行 ④
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人
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が
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訳
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。
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総
務
課
係
長　
事
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員
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ス
ク
ー
ル
ソ
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シ
ャ
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ワ
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１
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、

保
育
士
１
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士
１
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別
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援
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員
１
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語
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A
L
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際
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I
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町
内
全
て
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終
わ
っ
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て
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が
、１
０
０
％
か
。今
、予
算
の

内
容
は
。

答　
防
災
対
策
室
長　
99
％
改
修
済
み

と
把
握
し
て
い
る
。今
後
の
修
繕
と
地
区

で
L
E
D
化
を
忘
れ
て
い
た
場
合
の
対

処
分
で
あ
る
。

仁田　秀和熊谷　明美
副 委 員 長 委 員 長

予算審査特別委員会レポート

　令和４年度の各種会計予算審査は、特別
委員会を設置して３月１日から１１日までの日
程で行いました。
　課ごとに説明を受けたあと、質疑・応答に
より慎重に審査しました。その後、討論・採決
の結果、全会計の予算を可決しました。主な
内容を要約してお知らせします。
（金額は千の位で四捨五入しています）
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どのように使うのか 各課審査で質疑応答
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集
し
な
い
こ

と
を
前
提
に
、単
発
で
長
須
賀
多
目
的

広
場
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
た
い
。

菖
蒲
田
海
水
浴
場
開
設
は

　
　
　

 　

（
７
０
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　

問　
空
き
住
居
の
確
保
は
す
る
の
か
。そ

の
理
由
を
町
民
に
知
ら
せ
る
考
え
は
。

答　
建
設
課
長　
災
害
非
常
用
と
し
て

３
戸
確
保
す
る
。周
知
は
機
会
が
あ
れ

ば
考
え
た
い
。

災
害
公
営
住
宅
事
業
は

　
　

 　

（
２
５
２
２
万
円
）

問　
老
朽
管
更
新
工
事
の
み
の
内
容
か
。

答　
水
道
事
業
所
長　
代
ヶ
崎
浜一本
松

ほ
か
老
朽
管
更
新
工
事
で
あ
る
。

老
朽
管
更
新
工
事
は

　

 

（
１
億
１
２
０
５
万
円
）

健　

康　

福　

祉　

課

問　

量
と
種
類
を
把
握
し
、今
後
の
対

策
に
生
か
す
の
か
。

答　
町
民
生
活
課
長　
収
集・分
別
の
種

類
に
つ
い
て
、昨
年
10
月
か
ら
重
量
換
算

統
計
を
取
っ
て
い
る
。引
き
続
き
行
い
分

析
し
反
映
さ
せ
た
。

海
岸
漂
着
物
調
査
は

　
　
　
　

 

（
２
９
２
万
円
）

問　

監
視
カ
メ
ラ
の
購
入
予
定
台
数
と

設
置
効
果
は
。

答　
町
民
生
活
課
長　
５
台
を
予
定
し

て
い
る
。希
望
が
有
れ
ば
十
分
貸
し
出
し

で
き
る
保
有
台
数
と
な
る
。設
置
後
、違

反
ご
み
が
激
減
し
効
果
が
あ
る
。

監
視
カ
メ
ラ
の
効
果
は

　
　
　
　

 　
　

（
54
万
円
）

高
齢
者
見
守
り

　
　
　

配
食
サ
ー
ビ
ス
は

　
　
　

 

（
１
７
０
５
万
円
）

問　
所
得
制
限
や
対
象
年
齢
の
引
き
下

げ
な
ど
条
件
変
更
の
声
は
な
い
の
か
。

答　
長
寿
社
会
課
長　
限
ら
れ
た
予
算

の
事
業
で
あ
る
。一定
程
度
の
ル
ー
ル
が

必
要
で
あ
り
、現
行
で
進
め
た
い
。

総　
　
　

務　
　
　

課

町　

民　

生　

活　

課

介
護
保
険
事
業
計
画

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

　
　
　
　

 

（
３
７
４
万
円
）

問　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
内
容
は
。

答　
長
寿
社
会
課
長　
高
齢
者
福
祉
計

画・第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
る
。対
象
人
数

は
２
５
０
０
人
で
あ
る
。

産　
　
　

業　
　
　

課

建　
　
　

設　
　
　

課

長　

寿　

社　

会　

課

健　

康　

福　

祉　

課

健
康
づ
く
り
は

　
　
　
　
　
　

 

（
59
万
円
）

問　
七
ヶ
浜
ハ
ッ
ピ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
の
内
容
は
。

答　
健
康
福
祉
課
長　
「
あ
り
が
と
う
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、普
段
の
生
活
の
中
で

相
手
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
。ま
ず

は
職
員
か
ら
実
施
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

 
 
 

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
は

　

 

（
１
億
１
０
９
０
万
円
）

問　
１・２
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集

団
接
種
時
は
、会
場
往
復
の
ぐ
る
り
ん
こ

乗
車
料
金
は
無
料
だ
っ
た
が
３
回
目
接

種
も
無
料
か
。

答　
健
康
福
祉
課
長　
１・２
回
目
と
も

に
、利
用
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、３

回
目
は
考
え
て
い
な
い
。

政　
　
　

策　
　
　

課

定
住
化
促
進
事
業
は

　
　
　
　

 

（
１
６
０
万
円
）

問　

定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
町
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用
し
て
情
報
発
信

す
る
よ
う
だ
が
、移
住・定
住
と
働
き
場

所
も一対
で
紹
介
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答　
政
策
課
長　
雇
用
は
町
内
だ
け
で

完
結
す
る
話
で
は
な
い
の
で
、仙
台
都
市

圏
の
雇
用
条
件
と
七
ヶ
浜
町
に
住
む
メ

リ
ッ
ト
な
ど
も
あ
わ
せ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
。

逍
遥
の
ま
ち
づ
く
り
は

　
　
　
　

 

（
３
０
０
万
円
）

問　
計
画
策
定
の
内
容
と
、町
の
ど
ん
な

資
産
を
活
用
す
る
の
か
。

答　

政
策
課
長　

策
定
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス
や
会
議
参
加
、

現
地
視
察
を
し
て
計
画
す
る
。景
観
や

風
土
、歴
史
、人
、小
路
、道
し
る
べ
な
ど

掘
り
起
こ
し
て
計
画
に
移
す
。

防　

災　

対　

策　

室

問　
ト
リ
ガ
イ
の
種
苗
生
産
や
育
成
調

査
研
究
と
し
て
、視
察
の
考
え
は
。

答　
産
業
課
長　
生
産
や
販
路
な
ど
を

調
査
す
る
た
め
に
、舞
鶴
や
豊
洲
市
場
に

７
〜
８
月
ご
ろ
に
行
け
る
方
向
で
協
議

し
た
い
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は

　
　
　

 

（
１
０
０
２
万
円
）

水　

道　

事　

業　

所

環境にも
財政にも優しく

ルールを守ってごみ出しを

新たなブランド化へ本格始動

し
ょ
う
よ
う

⑦ しちがはま議会だより　第151号　令和4年4月27日発行 しちがはま議会だより　第151号　令和4年4月27日発行 ⑥
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問　
乳
房
ケ
ア
を
受
け
る
場
合
の
申
請

の
流
れ
と
料
金
は
。

答　
子
ど
も
未
来
課
係
長　
希
望
者
は

申
請
を
出
し
て
い
た
だ
き
、町
で
利
用
決

定
後
、助
産
師
訪
問
時
に
行
う
。自
己
負

担
額
は
１
５
０
０
円
で
あ
る
。

産
後
ケ
ア
事
業
は

　
　
　
　
　
　
　

（
９
万
円
）

問　
特
定
不
妊
治
療
の
補
助
の
内
訳
は
。

答　
子
ど
も
未
来
課
係
長　
１
人
10
万

円
で
５
人
分
で
あ
る
。

特
定
不
妊
治
療
支
援
は

　
　
　
　
　
　
　

（
50
万
円
）

令和４年度の
各種特別会計予算の状況

令和４年度の
各種特別会計予算の状況

下水道事業特別会計

５億９６００万円
前年度比
 10％減

事業費　　　　　　　　７４８３万円

※公共汚水桝設置等工事

※宅内マンホールポンプ設置工事

歳出の主なもの

水道事業会計

４億５８２８万円
前年度比
 1.8％減

※原水費　　　　　　　　　　　　 　２億４２７５万円
　　・仙台市の受水費　　　　　　　　 　４０８０万円
　　・仙南仙塩広域水道の受水費　 　１億９５８０万円

収益的支出の主なもの

資本的支出の主なもの

収益的
支出

　４億５９５５万円
前年度比
 2.0％減

収益的
収入

１億４８８８万円
 前年度比
 54.3％減

資本的
支出

　　　　　３３万円
前年度比
増減なし

資本的
収入

建設改良費　　　　　　　　　　１億３２１４万円
※配水管整備事業費　　　　　　　　 １億２６４３万円
　　・老朽管更新工事等
※営業施設整備費　　　　　　　　 　　　　５７１万円
　　・水道庁舎改修工事実施設計業務委託　 ３８９万円

歳出の主なもの

国民健康保険事業特別会計

２３億１２００万円
前年度比
 5.9％増

保険給付費　　　　　１６億８０９１万円

保健事業費　　　　　　　　２９０３万円

※糖尿病性腎症重症化予防事業、各種検診への補助

※一般被保険者医療給付費・高額医療費等

公園墓地事業特別会計

１７４７万円

総務費　　　　　　　　　　１０２９万円

※公園墓地管理委託・墓地管理基金積立金

歳出の主なもの歳出の主なもの

後期高齢者医療特別会計

２億２３８５万円
前年度比
12.1％増

後期高齢者医療広域連合納付金　
　　　　　　　　　　　２億１８９３万円
※後期高齢者医療広域連合への納付金

前年度比
 0.7％減

介護保険特別会計

１９億１００５万円
前年度比
 4.7％増

保険給付費　　　　　１７億６７５４万円

地域支援事業費　　　　　　７９５４万円

※給付費負担金　　　・居宅介護サービス
　　　　　　　　　　・地域密着型介護サービス
　　　　　　　　　　・施設介護サービス

※介護予防・生活支援サービス事業
　介護予防ケアマネジメント作成負担金
　包括的支援事業費用（人件費等）

保険事業　　　　　１９億４００万円

サービス事業　　　　　　６０５万円

介護予防支援サービス事業費　５７２万円

歳出の主なもの

歳出の主なもの

教
　
育
　
総
　
務
　
課

七
ヶ
浜
・
グ
ロ
ー
カ
ル

　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

　
　
　

 
（
２
０
４
１
万
円
）

問　

４
人
の
外
国
語
指
導
助
手

（
A
L
T
）は
英
語
に
関
わ
る
、ま
ち
の
イ

ベ
ン
ト
に
契
約
上
参
加
可
能
か
。

答　

教
育
総
務
課
長　
５
校
の
英
語
の

授
業
以
外
で
も
活
動
で
き
る
。

学
校
教
育
支
援
は

　
　
　

 　

（
５
２
５
万
円
）

問　
セ
ン
タ
ー
で
支
援
が
必
要
な
子
ど

も
に
、一部
の
教
科
を
教
え
て
い
る
が
、各

教
科
を
教
え
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答　
教
育
長　
全
教
科
を
教
え
る
の
は

望
ま
し
い
が
、常
時
は
２
人
の
先
生
で
教

え
て
い
る
の
で
難
し
い
。

国
　
　
　
際
　
　
　
村

子 

ど 

も 

未 

来 

課

問　

取
り
入
れ
て
い
る
地
場
産
品
は
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
考
え
を
献
立
に
組
み
入
れ
て

い
る
の
か
。

答　

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

七
ヶ
浜
産

の
米
と
ワ
カ
メ
を
提
供
し
て
い
る
が
、魚

介
は
供
給
量
が
合
わ
ず
難
し
い
。食
材
は

無
駄
に
し
な
い
で
使
っ
て
い
く
。

学
校
給
食
の
取
り
組
み
は

　

 

（
１
億
４
８
７
３
万
円
）

問　

家
庭
教
育
支
援
の
、具
体
的
な
内

容
は
。

答　
生
涯
学
習
課
長　
子
育
て
中
の
保

護
者
を
対
象
に
講
演
会
や
参
加
型
学
習
、

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
、講
座
を
開
設
し

親
子
の
絆
や
不
安
解
消
の
取
り
組
み
で

あ
る
。

家
庭
教
育
事
業
は

　
　
　
　
　
　
　

（
17
万
円
）

生
　
涯
　
学
　
習
　
課

問　
さ
く
ら
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
基

本
設
計
業
務
で
、撤
去
し
て
そ
の
場
所
に

建
て
る
の
か
、場
所
を
変
え
る
の
か
。

答　
子
ど
も
未
来
課
長　
現
在
の
場
所

で
建
て
替
え
す
る
か
、移
転
に
す
る
か
、

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

基
本
設
計
は

　
　
　
　
　

（
２
６
８
万
円
）

問　
国
際
交
流
員
が
数
年
前
か
ら
１
人

増
え
２
人
に
な
っ
た
が
、来
年
度
も
２
人

体
制
に
す
る
理
由
や
活
動
内
容
は
。

答　

国
際
村
事
務
局
長　

グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
授
業
の
対
応
を
考
え
て
、２
人

体
制
と
し
た
。英
語
で
ダ
ン
シ
ン
グ
や
町

内
幼
稚
園
、保
育
所
訪
問
で
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
プ
レ
イ
タ
イ
ム
、小
学
校
３
〜
6
年

生
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
等
、英
語

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
や
異

文
化
理
解
に
重
き
を
お
い
て
い
る
。

国
際
交
流
員
の
活
動
は

　
　
　
　
　

（
３
２
１
万
円
）

給
　
食
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー



　

受
水
契
約
金
額
の
引
き
下
げ
、現
金
預
金
の

計
画
的
な
取
り
崩
し
を
行
い
、さ
ら
な
る
町
民

の
負
担
軽
減
を
求
め
る
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
３
年
間
の
予
定
で
実
施
し

て
い
る
水
道
料
金
の
軽
減
を
継
続
し
て
い
る
。安

心
で
安
全
な
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
い
る
。

こんなことが決まりました－条例などの議案審議－ 特　　集　－各種会計予算－

次
の
点
で
反
対
す
る
。

･
地
域
の
区
割
り
を
統一す
べ
き
。

･
消
防
団
と
協
議
し
、団
員
の
補
充
確
保
策
と

防
災
や
消
防
活
動
の
軽
減
を
。

･
自
治
会
組
織
の
防
犯
灯
の
修
繕
費
用
お
よ
び

電
気
料
金
を
町
で
全
額
負
担
す
る
べ
き
。

･
高
齢
者
の
町
民
バ
ス
乗
車
料
金
の
減
額
あ
る

い
は
恒
久
無
料
化
を
。

･
児
童
遊
園
は
、児
童
福
祉
法
等
の
設
置
要
綱

に
準
拠
し
た
施
設
整
備
を
。

･
本
町
の
住
宅
条
例
の
、公
営
住
宅
の
連
帯
保

証
人
の
義
務
付
け
を
廃
止
す
る
べ
き
。

次
の
点
で
賛
成
す
る
。

･
急
傾
斜
事
業
の
促
進
、津
波
ハ
ザ
ー
ド
の
更

新
や
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
と
災
害
に

対
応
し
た
事
業
や
防
災
情
報
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
。

･
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
充
実
、I
C
T
教
育

の
推
進
な
ど
質
の
高
い
教
育
に
取
り
組
む
予
算

と
な
っ
て
い
る
。

･
産
業
で
は
フ
ィッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
と
し
て
ト
リ
ガ
イ
の
育
成
に
挑
戦
す
る
前

向
き
な
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

･
公
共
交
通
で
は
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
り
乗
降
者
数
や
利
便
性
の
向
上

を
見
込
む
よ
う
な
改
善
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

歌
川　

渡

渡
邉　

淳

一
般
会
計

・・・なので反対します　　　　　　　　　・・・なので賛成します

討　　論

　
資
本
費
平
準
化
債
で
生
じ
た
償
還
金
利
子
軽

減
額
相
当
分
を
、一般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
充

当
し
、住
民
負
担
の
軽
減
を
。

　
防
災
減
災
の
た
め
の
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
の

作
成
な
ど
、計
画
的
か
つ
効
果
的
に
維
持
管
理
と

事
業
推
進
を
進
め
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

下
水
道
事
業

賛
成
賛
成

佐
藤
壮
一

　
毎
年
度
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
国
保
財
政
調

整
基
金
を
計
画
的
に
取
り
崩
し
、国
保
世
帯
の

負
担
軽
減
を
。

　

生
活
習
慣
予
防
を
推
進
し
て
い
る
ほ
か
、未

就
学
児
の
保
険
料
を
軽
減
し
、子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
に
配
慮
し
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

国
民
健
康
保
険

賛
成
賛
成

渡
邉　

淳
　
高
齢
者
負
担
と
な
る
、第
１
号
被
保
険
者
保

険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
利
用
状
況
調
査
を
行
い
利
用
負
担
の
心
配
の

な
い
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
。

　
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
か
つ
有
効
に

利
用
さ
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

熊
谷
明
美

介
護
保
険

※

公
園
墓
地
会
計
は

　
反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

歌
川　

渡

小
林
倫
明

水
道
事
業
会
計

　
高
齢
者
の
医
療
費
抑
制
が
目
的
の
こ
の
制
度

そ
の
も
の
が
高
齢
者
や
国
民
に
と
っ
て
、何
の
利

益
に
も
つ
な
が
ら
な
い
。さ
ら
な
る
改
善
お
よ
び

廃
止
を
求
め
る
。

　　
被
保
険
者
の
増
加
を
見
込
ん
だ
予
算
措
置
が

と
ら
れ
て
い
る
。低
所
得
者
等
に
対
す
る
保
険

料
の
軽
減
措
置
の
た
め
の
保
険
基
盤
安
定
繰
入

金
も
増
額
し
低
所
得
者
等
へ
の
配
慮
も
さ
れ
て

い
る
。

歌
川　

渡

後
期
高
齢
者
医
療

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

佐
藤
直
美

仁
田
秀
和

反
対
反
対

賛
成
賛
成

反
対
反
対

反
対
反
対

賛
成
賛
成

賛
成
賛
成

まちづくり振興
　　　　　　基金条例を制定

条 

例 

改 

正

鑑
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

●
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査

会
等
の
事
務
委
託
廃
止

内　
容

　
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災

害
関
連
死
等
の
審
査
に
つ
い

て
、今
後
諮
問
す
る
べ
き
事

案
が
見
込
ま
れ
な
い
た
め
、

災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
会

の
事
務
の
委
託
を
廃
止
す
る

も
の
で
す
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

●
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

内　
容

　

町
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ

た
松
の
木
が
幹
折
れ
し
た
こ

と
に
よ
り
家
屋
等
が
破
損
す

る
事
故
が
発
生
。そ
の
和
解

及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

る
も
の
で
す
。

議案
審議

まちづくり振興
　　　　　　基金条例を制定

　
　
具
体
的
な
本
町
の
瑕
疵

　
　
部
分
と
は
。ま
た
、災
害

で
は
な
い
の
か
。

　
　
建
設
課
長　
家
屋
に
落

　
　
ち
る
可
能
性
を
想
定
で

き
な
か
っ
た
。ま
た
、風
速
は

20
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
っ
た

が
、災
害
扱
い
で
は
な
く
対

応
し
た
。

●
前
任
者
の
辞
職
に
伴
い
、

議
会
の
同
意
を
得
て
、任
命

さ
れ
ま
す
。

任
期　
令
和
４
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　
か
ら
４
年
間

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
同
意

●
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
抗
議
す

る
決
議

内　
容

　
ロ
シ
ア
は
令
和
４
年
２
月

24
日
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事

侵
攻
し
、隣
国
の
主
権
と
領

土
を
武
力
で
踏
み
に
じ
る
暴

挙
に
出
た
。こ
れ
は
国
連
憲

章
及
び
国
際
法
に
違
反
し
、

人
道
的
に
も
反
す
る
明
ら
か

な
侵
略
行
為
で
あ
り
、国
際

社
会
の
秩
序
の
根
幹
を
揺
る

が
す
極
め
て
深
刻
な
事
態
で

あ
る
。ま
た
、核
の
使
用
を
ほ

の
め
か
し
、世
界
を
恫
喝
す

る
な
ど
言
語
道
断
で
あ
り
、

断
じ
て
容
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。我
が
国
は
ロ
シ
ア
に

対
し
て
、国
際
社
会
と
連
携

し
、よ
り
強
固
な
経
済
処
置

を
断
固
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、本
町
議
会
は
、ロ

シ
ア
に
対
し
、厳
重
に
抗
議

す
る
と
と
も
に
、即
時
に
攻

撃
を
停
止
し
、部
隊
を
ロ
シ

ア
国
内
に
撤
収
す
る
よ
う
強

く
求
め
る
。ま
た
、日
本
政
府

に
お
い
て
は
、在
留
邦
人
の
安

全
確
保
に
全
力
を
尽
く
し
な

が
ら
、国
際
社
会
と
強
く
連

携
し
、最
も
厳
し
い
経
済
処

置
を
始
と
す
る
厳
格
な
対
応

を
と
る
こ
と
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。以
上
決
議
す

る
も
の
で
す
。

提
出
者　
仁
田　
秀
和

採
択
の
結
果

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

　
施
政
方
針
と
長
期
総
合
計

画
の
基
本
目
標
と
の
統
一
性

が
見
ら
れ
な
い
。ま
た
、具
体

的
な
事
業
計
画
が
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　
目
的
は
具
体
的
に
は
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、柔
軟
性
や

即
応
性
に
対
応
す
る
よ
う
な

基
金
の
枠
は
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
賛
成
と
す
る
。

採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

●
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の一部
改
正

内　
容

　

人
事
院
規
則
の
改
正
に

伴
い
、所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

●
印
鑑
条
例
の一部
改
正

内　
容

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
使

用
し
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
に
設
置
さ
れ
て
い

る
多
機
能
端
末
機
か
ら
印

質
　
疑

事
業
委
託
の
廃
止

齋
藤　
絵
梨
香
さ
ん（
遠
山
）

和
解
及
び
損
害
賠
償

問答

●
ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
条

例内　
容

　
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
に
資

す
る
事
業
の
資
金
を
積
み
立

て
る
た
め
ま
ち
づ
く
り
振
興

基
金
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　
　
目
標
積
立
額
は
設
け
て

　
　
い
る
の
か
。ま
た
、事
業

計
画
に
伴
う
見
込
み
額
は
設

け
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長　
設
け
て
い
な
い
。

　
　
新
た
な
長
期
総
合
計
画

の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、ま
ち

づ
く
り
に
資
す
る
も
の
の
ベ

ー
ス
と
し
て
の
設
置
で
あ
る
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る

　
　

事
業
と
は
、具
体
的
に

ど
の
様
な
事
業
計
画
な
の
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
６
つ
の
施
策

　
　

を
上
げ
て
き
た
が
、そ

れ
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

必
要
な
場
合
は
基
金
を
ベ
ー

ス
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

条 

例 

制 

定

質
　
疑

問答問答

人　
　
　

事

教
育
委
員
（
新
任
）

さ
い
と
う

え 

　
り 

　
か

討
　
論

か  

　
し

か  

　
し

議
員
提
出
議
案

⑪ しちがはま議会だより　第151号　令和4年4月27日発行 しちがはま議会だより　第151号　令和4年4月27日発行 ⑩



３月会議　提出議案採決結果一覧　（3/1～3/1４）

　賛否が分かれた案件を採決一覧表に、全会一致の案件は名称のみ掲載しま
した。なお、議案名は略して記載しています。

掲　載
ページ予　算　関　係

○令和４年度公園墓地事業特別会計予算
○令和３年度下水道事業特別会計補正予算（第１号）
○令和３年度国民健康保険事業特別会計補正予算
　（第３号）
○令和３年度公園墓地事業特別会計補正予算
　（第２号）
○令和３年度介護保険特別会計補正予算（第３号）　
○令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算
　（第２号）
○令和３年度水道事業会計補正予算（第２号）

９
－
－

－

－
－

－

●全会一致の議案等
掲　載
ページ条　例　改　正　・　人　事　関　係　ほ　か

○教育委員会の委員の任命
○職員の育児休業等に関する条例の一部改正
○印鑑条例の一部改正
○和解及び損害賠償の額を定めること
○災害弔慰金等支給審査会等の事務の委託の廃止
○（議員提出）ロシアによるウクライナへの軍事侵攻
　に抗議する決議
○職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員
　の採用等に関する条例の一部改正
○特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す
　る条例の一部改正
○議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関
　する条例の一部改正
○特定個人情報の保護に関する条例及び個人情報保
　護条例の一部改正
○都市計画税条例の一部改正

11
11
11
11
11
11

ー

ー

ー

ー

ー

○賛成　　●反対　　議長（岡﨑正憲）は採決に加わらない。

●賛否が分かれた議案等
佐
藤　

直
美

小
林　

倫
明

仁
田　

秀
和

賛　
　

成

反　
　

対

議
決
結
果

木
村　
　

稔

熊
谷　

明
美

佐
藤　

壮
一

安
倍　

敏
彦

遠
藤　

喜
二

渡
邉　
　

淳

佐
藤　

梶
信

歌
川　
　

渡

遠
藤　

久
和

岡
﨑　

正
憲

掲　載
ページ議　 案 　名

26 ○ ●8 ー○ ○ ● ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠令和４年度一般会計予算 可決

○ ○ ●8 2 ー○ ○ ● ○ ○ 欠 ○ ○ 欠令和４年度国民健康保険事業特別会計予算 可決9

ー○ ○ ○ ● ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ● 欠8 29令和４年度下水道事業特別会計予算 可決

9 ○ ●8 2 ー○ ○ ● ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠令和４年度介護保険特別会計予算 可決

9 ○ ●8 2 ー○ ○ ● ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠令和４年度後期高齢者医療特別会計予算 可決

12 ●6 4 ー○ ● ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠令和３年度一般会計補正予算（第11号） 可決

11 ● ●6 4 ー● ○ ● ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠まちづくり振興基金条例について 可決

こんなことが決まりました－補正予算の議案審議－

　令和３年度一般会計補正予算（第11号）は、歳入歳出にそれぞれ７２
４８万円を追加し、総額を８５億１８８万円としました。
　主なものは、まちづくり振興基金の積み立てや新型コロナウイルスワ
クチンの２回目接種完了に伴う減額補正、事業確定に伴う整理などです。
　本議案は原案のとおり可決しました。

新たにまちづくり振興基金を設置

質
　
疑

　
　

　
　

　
　

　
　
財
政
課
長　
普
通
交
付

　
　
税
や
特
別
交
付
税
等
が
、

本
年
度
予
想
し
て
い
た
よ
り

も
多
く
入
っ
て
き
て
い
る
。他

の
基
金
な
ど
も
勘
案
し
た
結

果
、適
切
と
思
う
金
額
を
定

め
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
政
策
課
長　
目
的
と
し

　
　

て
は
、次
期
長
期
総
合

計
画
に
逍
遙
の
ま
ち
づ
く
り

を
計
画
し
て
い
る
。来
年
度

に
計
画
を
策
定
し
て
、そ
の

中
で
事
業
が
明
確
に
な
っ
て

く
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、事
業
は
年
度
ご
と
に

議
会
に
上
程
す
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
関
連
の
災
害
備

　

 

蓄
品
を
収
納
す
る
た
め

と
の
こ
と
だ
が
、設
置
場
所
は
。

　
　
防
災
対
策
室
長　

　
　

七
ヶ
浜
中
と
向
洋
中
の

体
育
館
の
裏
に
設
置
す
る
も

の
で
あ
る
。

問答 ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金

　
　
　
　
　
　
　

積
立
金

　

  

（
１
億
８
０
０
０
万
円
）

補正
予算

を
予
定
し
て
い
た
が
、年
度

内
に
で
き
な
か
っ
た
。コ
ロ
ナ

の
交
付
金
事
業
に
関
し
て
は
、

今
後
も
財
源
が
あ
る
中
で
、

引
き
続
き
模
索
し
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　

　
　
子
ど
も
未
来
課
長　
　

　
　

国
の
施
策
で
、民
間
の

認
定
こ
ど
も
園
２
施
設
や
指

定
管
理
で
行
っ
て
い
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
応
と
な

る
も
の
で
あ
る
。事
業
主
が

処
遇
改
善
を
行
っ
た
分
の
事

業
実
績
を
補
助
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
過
大
な
基
金
の
さ
ら
な
る

積
み
立
て
や
、ま
ち
づ
く
り

振
興
基
金
に
１
億
８
０
０
０

万
円
の
積
み
立
て
も
計
上
さ

れ
て
い
る
。今
必
要
で
、優
先

さ
れ
る
べ
き
な
の
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
、低
迷
し
た
社
会

経
済
へ
の
対
応
策
で
あ
る
。

保
育
士
等
処
遇
改
善

　
　
　

臨
時
特
例
交
付
金

　
　
　
　
（
３
９
１
万
円
）

答

　
今
回
の
補
正
に
は
災
害
対

策
等
に
必
要
な
急
傾
斜
工
事

な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、ま
ち
づ
く
り
振
興
基

金
は
、目
的
が
明
確
に
示
さ

れ
る
こ
と
期
待
す
る
。

採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

　　
　
生
涯
学
習
課
長　

　
　
き
ず
な
公
園
に
あ
る
ブ

ラ
ン
コ
に
、マ
ッ
ト
を
設
置
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
　

　
　

　
　
対
象
の
施
設
な
ど
の
内

　
　
容
は
。

　
　
財
政
課
長　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

　
　
棄
の
期
限
が
来
年
度
に

迫
っ
て
い
る
中
で
、昭
和
47
年

以
前
の
建
築
物
の
詳
細
調
査

を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

対
象
は
、昭
和
40
年
建
築
の

松
ケ
浜
小
と
昭
和
39
年
建
築

の
亦
楽
小
で
あ
る
。

　
　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

　
　

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を

検
討
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、実

施
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
。ま

た
、代
替
え
案
は
考
え
な
か
っ

た
の
か
。

　
　
国
際
村
事
務
局
長　
　

　
　
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

問答 公
共
施
設
Ｐ
Ｃ
Ｂ
仕
様

　
　
　

設
備
調
査
委
託
料

　
　
　
　

 

（
２
６
４
万
円
）

問答

心
と
か
ら
だ
の
健
康

　
　
　
　

  

（５
０
０
万
円
減
）

問答9 ○ ●8 2 ー○ ○ ● ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠可決令和４年度水道事業会計予算

　
　
算
出
根
拠
や
目
的
は
。

防
災
備
蓄
倉
庫
購
入
代

　
　
　
　

  

（
３
６
１
万
円
）

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

遊
具
修
繕
料

　
　
　
　

  　
　
（
22
万
円
）

問答
　
　
修
繕
内
容
は
。

問
　
　
交
付
金
の
内
容
は
。

討
　
論

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

渡
邉　

淳

補 正 額お　も　な　内　容
普通交付税へ追加
震災復興特別交付税へ追加
認定こども園・幼稚園施設型給付費負担金へ追加
新型コロナウイルスワクチン接種関連負担金および
　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助金を減額
臨時財政対策債を減額

１億４７００万円
１億８６２１万円
２０８２万円
△３３９２万円

△８５１８万円

歳
　
入

歳
　
出

財政調整基金積立金へ追加
グローバル人材育成基金積立金へ追加
公共施設管理基金へ追加
まちづくり振興積立金
公共施設管理基金積立金へ追加
漁業者燃油価格高騰支援事業補助金

６２１２万円
３０１０万円
５０１９万円

１億８０００万円
５０１９万円
１３３０万円

● ●

イ
ベ
ン
ト
支
援
事
業
補
助
金

答

⑬ しちがはま議会だより　第151号　令和4年4月27日発行 しちがはま議会だより　第151号　令和4年4月27日発行 ⑫



一 般 質 問町の考えを聞く

　３月会議の一般質問は、11日と14日の２日間行い、６人が活発な議論
を展開しました。
　内容は質問者の原稿を原文に近い形で16ページから21ページに掲載
しています。なお、タイトルは通告のとおりです。

※傍聴される方には、一般質問の要旨が記載されている資料を配布しています。

町 

政 

を 

問 
う

熊谷　 明美　・・・・・・・ 16ページ
○ ヤングケアラーの現状把握と支援策は
○ 5歳から11歳の子どもへの新型コロナウイルスワクチン接種の取り組みは

歌　川　 渡　・・・・・・・ 21ページ
○ 高齢者の補聴器購入費に助成を
○ 広報紙等配布は区長会条例の設置目的外
○ アリーナ施設（健康スポーツセンター）の修繕を早急に

○ 要害御林に隣接する工業地域について今後の具体的な進め方は
○ 建設残土置き場下流域（埋め立て申請区域外）の監視について

渡　邉　 淳　・・・・・・・ 20ページ

木　村　 稔  ・・・・・・・ 18ページ
○ 町内の道路・歩道の安全確保について
○ 行政区の自治組織の負担軽減と町行政と住民の協調について
○ 廃棄物の処理について

一 般 質 問 一 覧 表

仁田　 秀和　・・・・・・・ 17ページ
○ 長期総合計画並びに総合戦略について

佐藤　直美　・・・・・・・ 19ページ
○ 中学校での「七ヶ浜５ラウンドシステム」による英語の授業の進め方を
　 見直す考えは
○ 小中学校のトイレに生理用品を設置する考えは

　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対し、事務の執行状況
や、将来の方針について、所信や疑問をただすこと、あるいは報告や
説明を求めることを言います。

こんなことが決まりました

質
　
疑

　
　

　
　●一般

会
計
補
正
予
算

内　
容

　

令
和
３
年
度
の一
般
会
計

予
算
に
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
億
８
８
３
２
万
円
を
追

加
し
、総
額
を
84
億
２
９
４
０

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対

し
て
、１
世
帯
５
千
円
の
福
祉

灯
油
購
入
費
の
助
成
を
行
う

も
の
で
す
。

　
　
非
課
税
世
帯
だ
け
で
は

　
　
な
く
、低
所
得
者
へ
の
助

成
も
で
き
な
い
の
か
。

　
　
長
寿
社
会
課
長　
福
祉

　
　
灯
油
助
成
は
過
去
２
回

行
っ
た
。以
前
は
要
件
を
付
け

対
象
を
絞
っ
た
形
で
実
施
し

て
い
た
が
、今
回
は
非
課
税

世
帯
全
て
を
対
象
に
し
て
お

り
、以
前
よ
り
も
対
象
は
拡

大
し
て
い
る
。

住民税非課税世帯等に
１世帯あたり10万円を支給
　１月会議を１月７日に開催し、一般会計補正予算（10号）を
審議しました。

問答

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る

中
で
、さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に

直
面
し
た
方
々
に
対
し
、暮

ら
し
の
支
援
を
行
う
観
点
か

ら
、住
民
税
非
課
税
世
帯
等

に
対
し
て
1
世
帯
あ
た
り
10

万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
　

説
明
資
料
に
は「
令
和

　
　

３
年
１
月
以
降
、家
計

が
急
変
し
、同一世
帯
全
員
が

非
課
税
世
帯
と
同
様
な
状
況

に
あ
る
場
合
は
、家
計
急
変

世
帯
と
み
な
し
支
給
対
象
と

な
る
」と
あ
る
が
、家
計
急
変

世
帯
と
は
。判
断
基
準
を
詳

し
く
明
確
化
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

　
　
長
寿
社
会
課
長　
具
体

　
　
的
な
基
準
は
３
月
の
町

広
報
紙
に
載
せ
る
際
に
、具

体
例
を
示
し
て
住
民
に
わ
か

り
や
す
く
周
知
し
た
い
。ま

た
、１
回
だ
け
で
は
な
く
定

期
的
に
周
知
す
る
。

１ 月
会 議

補
　
正
　
予
　
算

　
児
童
手
当
支
給
対
象
者
以

外
の
方
に
対
し
て
の
10
万
円

給
付
に
係
る
申
請
書
発
送
や

受
付
等
の
事
務
費
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

ズバリズバリ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

   

感
染
症
対
応
地
方
創
生

　
　
　

 
臨
時
交
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　

  

（９
０
０
万
円
）

住
民
税
非
課
税

   

世
帯
等
に
対
す
る

　

  

臨
時
特
別
給
付
金
事
業

　

  

（１
億
７
６
２
０
万
円
）

答 問
質
　
疑

子
育
て
世
帯
へ
の

　

臨
時
特
別
給
付
金

　
　
　
　
　
　
　

事
業
費

　

  　
　
　
　

（３
０
８
万
円
）

　
　

　
　

　
　

財
政
課
長　

今
回一
般

　
　
財
源
で
対
応
す
る
形
を

と
っ
た
が
、令
和
３
年
度
の
被

災
協
議
等
は
、す
で
に
終
わ
っ

て
い
る
。補
助
関
係
も
令
和

４
年
度
に
な
る
と
見
込
ん
で

い
る
。４
月
以
降
に
災
害
査

定
を
受
け
て
か
ら
、補
助
金

や
被
災
協
議
等
に
よ
り
財
源

の
方
は
充
て
た
い
と
考
え
て

い
る
。そ
れ
以
外
は一般
財
源

に
充
て
て
い
く
形
に
な
る
と

思
う
。

　

当
然
、町
の
財
源
で
は
な

か
な
か
難
し
い
部
分
も
あ
る
。

極
力
、国
や
県
の
方
の
財
源

を
確
保
し
た
上
で
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

補
　
正
　
予
　
算

3
月
16
日
発
生　
　
　

福
島
沖
地
震
の　
　

被
害
対
策
へ　

３月

会 議
第２回

３
月
第
２
回
会
議
を
３
月
28
日
に
開
催
し
、

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
12
号
）を
審
議
し
ま
し
た
。

　
　

　
　●一般

会
計
補
正
予
算

内　
容

　

令
和
３
年
度
の一
般
会
計

予
算
に
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
４
８
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
85
億
６
６
８
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
　
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
や
七
ヶ

　
　
浜
中
の
体
育
館
な
ど
公

共
施
設
等
に
も
相
当
な
被
害

が
出
た
。町
単
独
で
対
応
す

る
に
は
財
政
的
に
限
界
が
あ

り
厳
し
い
と
思
わ
れ
る
。国

や
県
に
対
し
、地
震
被
害
の

災
害
復
旧
な
ど
、地
方
負
担

に
対
す
る
財
政
措
置
の
要
請

は
行
っ
て
い
る
の
か
。

質
　
疑

問

答

⑮ しちがはま議会だより　第151号　令和4年4月27日発行 しちがはま議会だより　第151号　令和4年4月27日発行 ⑭
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一 般 質 問町の考えを聞く

ひ 

と 

口 

メ 

モ

　

本
来
、大
人
が
担
う
と
想

定
さ
れ
る
よ
う
な
、病
気
の

親
や
祖
父
母
の
介
護
、家
事

な
ど
に
日
常
的
に
追
わ
れ
て

い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は

ひ 

と 

口 

メ 

モ

　

加
齢
と
と
も
に
、身
体
機

能
や
認
知
機
能
が
徐
々
に
低

下
し
て
い
く
状
態
の
こ
と
。

　
フ
レ
イ
ル
と
は

ヤングケアラーの実態調査と支援を

国や県と重複しないよう把握に努めたい町長

長期総合計画の
　　　　　施行にあたって課題は

防災やコミュニティの再構築と考える 町長

仁　田　秀　和
  に    っ    た　      ひ  で  か  ず

熊　谷　明　美
く   ま   が   い　     あ　け　み

　
　
厚
生
労
働
省
と
文
部
科

　
　

学
省
の
合
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
発
表
し
た
国

の
初
と
な
る
実
態
調
査
に
よ

る
と
、中
学
生
の
約
17
人
に

１
人
、高
校
生
の
約
24
人
に

１
人
が「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」

で
、介
護
な
ど
を
始
め
た
平

均
年
齢
は
小
学
生
に
あ
た
る

9.9
歳
と
の
結
果
が
出
て
い
る
。

早
期
発
見
や
実
態
を
把
握
し

支
援
す
る
た
め
に
、町
独
自

の
調
査
が
必
要
と
考
え
る
が

実
施
し
な
い
の
か
。

　
　
町
長　
児
童
生
徒
の
認

　
　

知
度
が
低
く
、進
め
方

に
よ
っ
て
は
誤
解
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
考
え
て
い
な
い
。母
子
保

健
事
業
や
学
校
か
ら
の
家
庭

相
談
を
元
に
国
や
県
の
調
査

と
重
複
し
な
い
よ
う
に
、把

握
に
努
め
た
い
。

　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
本
人

　
　
や
、そ
の
家
族
へ
の
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
を
相
談

　
　
窓
口
と
し
て
い
る
。

　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相

　
　
談
体
制
と
し
て
県
や
仙

台
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
相
談

窓
口
が
あ
る
が
。案
内
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　
外
部
リ
ン
ク
で
内
閣
府

　
　
の
チ
ャッ
ト
ボ
ッ
ト
を
活

用
し
て
い
る
。

　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
そ

　
　
の
家
族
双
方
に
支
援
が

行
き
渡
る
よ
う
に
、ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
配
置
が
必
要
で
は
。

　
　
要
保
護
児
童
対
策
地
域

　
　
協
議
会
の
調
整
担
当
者

が
関
連
あ
る
県
の
研
修
を
受

講
し
て
お
り
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
　
訪
問
型
の
相
談
支
援
や

　
　

家
事・育
児
支
援
の
考

え
は
。

　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
特

　
　

化
し
た
も
の
で
は
な
い

が
、各
種
母
子
保
健
事
業
に

お
い
て
、相
談
や
支
援
に
係

る
対
応
を
し
て
い
る
。

　
　
12
歳
以
上
用
と
の
ワ
ク

　
　
チ
ン
の
取
り
扱
い
ル
ー

ル
が
異
な
る
こ
と
へ
の
対
応

を
考
え
、小
児
病
院
等
の
個

別
接
種
の
考
え
は
。

　
　
通
常
の
副
反
応
に
加
え
、

　
　

入
院
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
適
切
な
対
応
が
と
れ

る
、小
児
科
が
あ
る
入
院
施

設
を
完
備
し
た
２
つ
の
病
院

で
の
個
別
接
種
を
実
施
し
て

い
る
。

　
　

　
　
町
内
や
県
内
等
で
オ
ン

　
　
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
の
開
催

や
活
用
す
る
考
え
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
現
在
は
チ
ャッ
ト
ボ
ッ
ト

を
利
用
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、状
況
を
見
な
が

ら
考
え
て
い
く
。

　
　

副
反
応
が
強
く
、心
配

　
　
な
症
状
や
救
急
搬
送
の

判
断
に
迷
わ
な
い
よ
う
に
、

相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
12
歳
以

上
の
接
種
者
同
様
に
専
門
的

知
識
の
あ
る
人
が
対
応
し
て

い
る
の
か
。

　
　
健
康
福
祉
課
長

　
　
11
歳
以
下
の
予
防
接
種

に
関
す
る
相
談
に
も
対
応
し

て
い
る
。

　
　

　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
そ

　
　

の
家
族
に
対
し
て
、偏

見
や
差
別
行
為
が
あ
っ
て
は

絶
対
に
な
ら
な
い
。ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
を
正
し
く
理
解
し

支
援
す
る
た
め
に
関
係
機
関

等
の
研
修
の
考
え
は
。

　
　

今
後
、国
や
県
で
行
わ

　
　
れ
る
研
修
会
に
参
加
す

る
な
ど
し
て
、熟
度
を
高
め

た
い
。

問

答 問

答
　
　

４
月
か
ら
、七
ヶ
浜
町

　
　
長
期
総
合
計
画
お
よ
び
、

ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
が
施
行
さ
れ
る
。こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
計

画
の
評
価
や
今
後
の
課
題
は
。

　
　

町
長　

震
災
後
、町
民

　
　
と
と
も
に
震
災
前
の
平

穏
な
日
常
を一
刻
も
早
く
取

り
戻
そ
う
と
努
力
し
、こ
れ

ま
で
順
調
に
成
果
を
上
げ
て

い
る
も
の
と
評
価
を
し
て
い

る
。そ
ん
な
中
、世
界
中
で
ま

ん
延
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、心
の

復
興
と
い
っ
た
課
題
に
対
し

て
、行
く
手
を
遮
る
な
ど
、な

か
な
か
先
が
見
え
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、高
齢
化

が
進
行
す
る
本
町
で
は
、防

災
や
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
再
構
築

と
考
え
て
い
る
。

　

問

　
　

少
子
化
対
策
と
し
て
、

　
　
よ
り
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

た
め
に
、一時
保
育
の
無
償
化

を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
無
償
化
は
今
の
と
こ
ろ

　
　

考
え
て
い
な
い
が
、今

後
の
検
討
課
題
と
し
て
捉
え

て
い
く
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、町

　
　

長
が
掲
げ
る「
攻
め
の

福
祉
」の
基
盤
と
な
る
、地
域

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
希
薄
化
し
て

い
る
。さ
ら
に
、介
護
施
設
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
も
、事
業
の

継
続
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
。介
護
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ

て
い
て
重
要
な
拠
点
の
、介

護
関
連
の
民
間
事
業
者
な
ど

へ
の
補
助
な
ど
民
間
企
業
を

応
援
す
る
方
策
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
「
攻
め
の
福
祉
」と
し
て
、

　
　
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
よ
り
、で
き
る
限
り

現
場
に
出
て
、一人
世
帯
の
み

な
ら
ず
、二
人
世
帯
な
ど
の

状
況
や
フ
レ
イ
ル
の
把
握
に

努
め
て
い
る
。現
段
階
で
は

民
間
施
設
へ
の
独
自
支
援
は

考
え
て
い
な
い
が
、施
設
利

用
な
ど
の
状
況
の
把
握
に
努

め
た
い
。

問

　
　
高
齢
者
の
積
極
的
な
社

　
　
会
参
加
の
促
進
や
公
共

交
通
利
用
促
進
、運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
高
齢

者
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

「
ぐ
る
り
ん
こ
」の
無
料
化
を

図
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
公
共
交
通
も
本
町
で
は

　
　

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、

福
祉
施
策
と
な
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。今
後
の
展
望
を
見
な

が
ら
ひ
と
つ
の
課
題
と
し
て

捉
え
て
い
き
た
い
。

　
　
本
町
の
魅
力
で
あ
る
海

　
　
岸
線
の
風
光
明
媚
な
と

こ
ろ
に
、若
者
を
中
心
と
し

た
多
く
の
方
が
転
入
を
求
め

て
い
る
。

　

移
住・定
住
促
進
策
と
し

て
、妨
げ
と
な
っ
て
い
る
、市

街
化
調
整
区
域
や
特
別
名
勝

松
島
の
景
観
保
護
条
例
等
を

変
更
や
緩
和
す
る
考
え
は
。

　
　
法
規
制
な
ど
で
難
し
い

　
　

と
こ
ろ
は
あ
る
が
、土

地
区
画
整
理
事
業
を
実
施
し

た
沿
岸
部
の
エ
リ
ア
は
、住

め
る
エ
リ
ア
に
な
っ
て
い
る
。

海
が
見
え
て
畑
が
作
れ
る
な

ど
の
好
条
件
な
と
こ
ろ
は
な

か
な
か
な
い
が
、市
街
化
調

整
区
域
の一
部
が
い
ろ
い
ろ

な
形
で
で
き
な
い
か
、規
制

な
ど
も
こ
れ
か
ら
模
索
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

総
合
戦
略
で「
日
帰
り

　
　

リ
ゾ
ー
ト
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
活
か
し
、な
り
わ
い
を

創
出
す
る
」と
の
こ
と
で
あ

る
。地
産
品
を
活
用
し
、町
の

観
光
産
業
の
振
興
に
も
多
大

に
貢
献
さ
れ
て
い
る　
既
存

の
宿
泊
業
者
に
結
び
つ
く
政

策
は
。

　
　

観
光
は
、宿
泊
や
食
事

　
　
飲
食
、交
通
が
整
っ
て
い

な
い
と
事
業
で
利
益
を
得
る

こ
と
は
難
し
い
。本
町
の
面

積
を
考
え
る
と
、何
日
も
滞

在
す
る
と
い
う
こ
と
は
成
り

立
た
な
い
た
め
に「
日
帰
り

リ
ゾ
ー
ト
」と
し
た
。以
前
か

ら
多
い
海
水
浴
客
も
町
内
に

宿
泊
す
る
方
は
少
な
い
。

　
　

若
い
人
た
ち
に
、本
町

　
　
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
、キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の

誘
客
施
設
を
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な

　
　
ど
以
前
に
プ
ラ
ン
と
し

て
検
討
し
た
経
緯
が
あ
る
。

危
険
区
域
に
宿
泊
施
設
の
設

置
は
で
き
な
く
、日
帰
り
の

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
も
で
き
る
多

目
的
広
場
と
し
た
。今
の
と

こ
ろ
、新
た
に
キ
ャ
ン
プ
場
を

作
る
考
え
は
な
い
が
、今
後
ニ

ー
ズ
な
ど
調
査
し
考
え
て
い

き
た
い
。

　
　

本
町
は
、昼
夜
間
人
口

　
　
比
率
が
全
国
で
最
も
低

い
値
で
あ
る
。ま
た
、本
町
に

は
国
道
も
Ｊ
Ｒ
も
通
っ
て
い

な
い
。町
民
の
交
通
手
段
は

主
に
車
で
あ
り
、通
勤・通
学・

通
院
な
ど
多
く
の
方
が
、朝

晩
の
交
通
渋
滞
に
巻
き
込
ま

れ
て
い
る
。大
代
橋
の
歩
道

橋
を
移
動
し
て
左
折
専
用
道

路
を
設
け
る
な
ど
の
渋
滞
を

解
消
さ
せ
る
考
え
は
。

　
　
国
や
県
で
調
査
を
し
て

　
　
い
る
が
、貞
山
橋
も
砂

山
交
差
点
も
渋
滞
区
間
と
は

位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

朝
７
時
こ
ろ
か
ら
は
混
ん
で

い
る
と
は
思
う
が
、全
く
動

か
な
い
状
況
で
は
な
く
、大

き
な
問
題
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
た
が
、交
通
量
調
査
や

デ
ー
タ
な
ど
も
踏
ま
え
今
後

み
て
い
き
た
い
。

問

答

問

11
歳
以
下
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　

接
種
の
周
知
と
相
談
体
制
は

接
種
券
と
厚
労
省
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
て
い
る

町
長

　
　
国
は
５
歳
か
ら
11
歳
の

　
　

子
ど
も
へ
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、エ
ビ
デ
ン
ス
が
確
定
的
で

な
い
こ
と
を
ふ
ま
え
、努
力

義
務
の
規
定
は
適
用
し
な
い

と
し
た
。接
種
す
る
か
は
、本

人
と
そ
の
保
護
者
の
判
断
に

な
る
。接
種
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト・デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
の
周
知

方
法
は
。

　
　

町
長　

接
種
券
と一
緒

　
　
に
厚
生
労
働
省
が
出
し

て
い
る「
小
児
の
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
お

知
ら
せ
」を
送
付
し
て
、安
全

効
果
や
概
要
等
を
知
ら
せ
て

い
る
。

問

答

答

答答

問答問答

問答問答

問答

問

答

答 問

め
い  

び

問答問答

答答

問

問
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一 般 質 問町の考えを聞く

務
所
に
報
告
し
て
い
た
。県

よ
り
令
和
２
年
度
で
の
復
旧

工
事
を
実
施
す
る
と
伺
っ
て

い
た
が
、着
手
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
県
土

木
事
務
所
の
道
路
管
理
班
等

へ
、直
接
口
頭
で
の
対
応
依
頼

も
行
っ
て
い
る
。

　
　
土
地
改
良
区
か
ら
代
ヶ

　
　
崎
浜
に
抜
け
る
道
路
に

地
滑
り
が
懸
念
さ
れ
る
箇
所

が
あ
る
。本
町
が
行
っ
て
い
る

対
策
の
説
明
を
求
め
る
。

　
　
令
和
３
年
10
月
の
道
路

　
　
パ
ト
ロ
ー
ル
で
の
状
況

か
ら
コ
ー
ン
標
識
を
設
置
し
、

以
後
、の
り
面
の
様
子
を
確

認
し
て
い
る
。ま
た
、の
り
面

に
湧
き
水
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
復
旧
対
策
を
検
討
し
て

い
る
。

法
が
違
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。転
入
さ
れ
た
方
に

意
思
を
確
認
し
加
入
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
地
区
と
、転

入
し
た
時
点
で
自
動
的
に
加

入
と
な
る
地
区
も
あ
る
。し

か
し
、自
治
組
織
へ
の
加
入

を
望
ま
な
い
方
も
増
え
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
希
薄
化
は
自

　
　

地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

　
　
ョ
ン
の
違
反
ご
み
の
正

し
い
処
理
方
法
は
。

　
　
町
長　
ご
み
の
収
集
日

　
　
程
に
合
わ
せ
て
地
区
ル

ー
ル
に
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。

大
半
の
地
区
で
は
ル
ー
ル
が

守
ら
れ
て
い
る
が
、ご
く一部

の
集
積
所
で
は
、利
用
者
の
ル

ー
ル
違
反
が
見
受
け
ら
れ
る

の
も
事
実
で
あ
る
。本
町
で

は
不
適
切
に
排
出
さ
れ
た
も

の
に
は
、収
集
で
き
な
い
旨
の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
未
回

収
と
な
る
。本
来
は
自
ら
が

改
め
て
入
れ
直
し
処
理
す
る

こ
と
が
基
本
で
あ
る
。　

　
　

　
　
違
反
ご
み
の
各
地
区
の

　
　

処
理
ル
ー
ル
を
一
本
化

で
き
な
い
の
か
。

　
　
町
民
生
活
課
長　
違
反

　
　
ご
み
の
処
理
は
衛
生
面

の
観
点
か
ら
、他
者
が
触
れ

な
い
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

ま
た
、ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
ら
れ

た
違
反
ご
み
は
、公
平
性
に

も
配
慮
し
た
上
で
、不
法
ご

み
を
排
出
し
た
方
が
自
ら
詰

め
替
え
処
理
す
る
こ
と
を
期

待
し
、い
っ
た
ん
は
放
置
す
る

が
、次
回
の
同
じ
ご
み
の
収

集
日
を
め
ど
に
回
収
す
る
。

　
　
町
民
が
使
用
す
る
ご
み

　
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
町
が

購
入
し
設
置
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　

町
長　

本
町
で
は
、地

　
　
区
か
ら
設
置
の
申
し
出

を
受
け
て
定
期
的
に
ご
み
を

収
集
す
る
方
式
と
な
っ
て
い

る
。ご
み
集
積
所
の
設
置
者

に
明
確
な
も
の
は
な
い
が
、地

区
で
の
ご
み
集
積
所
の
設
置

は
、町
が
行
う
収
集
と
運
搬

を
行
う
た
め
の
住
民
の
協
力

と
捉
え
て
い
る
。

問

問答

町長

答

　
　

本
町
の一
般
廃
棄
物
処

　
　
理
実
施
計
画
内
で
住
民

に「
設
置
に
関
す
る
金
銭
の

負
担
」は
定
め
て
い
る
の
か
。

　
　
町
民
生
活
課
長　
金
銭

　
　
の
負
担
に
つ
い
て
は
定

め
て
い
な
い
。

　
　
本
町
は
環
境
美
化
の
促

　
　
進
に
関
す
る
条
例
に
定

め
て
い
る
町
内
の
ご
み
箱
設

置
の
義
務
を
現
在
も
果
た
し

て
い
な
い
。今
後
の
対
応
と

本
町
の
法
令
順
守
に
対
す
る

考
え
は
。

　
　
町
長　
本
町
の
条
例
で

　
　

は
、「
公
園
、広
場
等
の

公
共
の
場
所
の
管
理
者
は
、

ご
み
の
散
乱
を
防
止
す
る
た

め
、ご
み
を
回
収
す
る
容
器

を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
定
め
ら
れ
て
い
る
。し

か
し
、ご
み
箱
の
設
置
が
さ

ら
な
る
ご
み
の
無
秩
序
な
搬

入
や
散
乱
を
招
き
、本
条
例

の
本
旨
と
相
反
す
る
こ
と
と

な
り
か
ね
な
い
。こ
の
矛
盾

し
た
点
を
正
す
た
め
に
、本

条
例
は
現
状
を
考
え
、改
正

が
必
要
で
あ
り
、準
備
と
手

続
き
を
進
め
て
い
る
。

町長

町道の危険箇所の安全確保を

直接口頭での対応依頼も行っている
　
　
主
要
地
方
道
塩
釜
七
ヶ

　
　

浜
多
賀
城
線
、代
ヶ
崎

浜
字
峯
付
近
の
道
路
の
危
険

な
箇
所
を
長
い
間
県
が
放
置

し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。本

町
は
県
に
ど
の
よ
う
な
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
た
の
か
。

　
　

町
長　

指
摘
箇
所
は
、

　
　
令
和
元
年
10
月
の
台
風

19
号
で
被
災
し
た
箇
所
で
あ

る
。被
災
当
時
、町
職
員
が
安

全
を
考
慮
し
、路
肩
へ
コ
ー

ン
標
識
な
ど
を
設
置
し
注
意

喚
起
を
図
り
、状
況
写
真
な

ど
を
撮
影
し
て
、県
土
木
事

　　
　

本
町
へ
の
転
入
の
際
、

　
　
自
治
組
織
加
入
の
手
続

き
の
案
内
を
町
民
生
活
課
の

窓
口
で
も
行
え
る
よ
う
に
な

れ
ば
行
政
区
の
自
治
組
織
の

負
担
軽
減
が
で
き
、さ
ら
に

町
行
政
と
住
民
の
真
の
協
調

が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

町
長　

隣
組
等
へ
の
加

　
　

入
は
、地
区
ご
と
に
方

答

問

町
民
生
活
課
の
窓
口
で
自
治
会
加
入
の
案
内
を

区
長
会
と
考
え
て
い
き
た
い

町
長

違
反
ご
み
の
処
理
ル
ー
ル
の
一
本
化
を

公
平
性
に
も
配
慮
が
必
要

町
長

治
会
だ
け
の
問
題
で
は
な
い

と
捉
え
て
い
る
。本
町
へ
の
転

入
の
際
、町
民
生
活
課
窓
口

で
自
治
会
加
入
の
案
内
を
配

布
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

自
治
会
の
紹
介
や
加
入
手
続

き
の
案
内
な
ど
、配
布
物
に

盛
り
込
む
内
容
は
、区
長
会

に
提
案
し
、共
に
考
え
て
い

き
た
い
。

問 答

問答

答 問

答 問

答 問

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に

　
　
　
　
　
　

生
理
用
品
を
設
置
す
る
考
え
は

各
学
校
か
ら
依
頼
が
あ
れ
ば
問
題
な
い

教
育
長

　
　
小
中
学
生
の
生
理
周
期

　
　
は
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、生

理
が
く
る
と
は
思
っ
て
い
な

い
時
に
き
て
し
ま
う
場
合
も

あ
る
。必
要
な
時
に
い
つ
で

も
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
、ト

イ
レ
に
生
理
用
品
を
設
置
す

る
考
え
は
。

　
　
教
育
長　
突
発
的
に
必

　
　
要
に
な
る
児
童
生
徒
が

い
た
場
合
に
備
え
、各
学
校

と
も
30
個
か
ら
１
０
０
個
程

度
保
健
室
に
常
備
し
て
お
り
、

年
間
約
10
個
か
ら
20
個
程
度

の
利
用
が
あ
り
全
て
無
料
提

供
し
て
い
る
。

　
　

　
　

市
役
所
の一
部
を
利
用

　
　
し
登
録
制
の
無
料
塾
を

開
い
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

が
、本
町
で
も
人
材
を
公
募

し
、元
き
ず
な
ハ
ウ
ス
や
公

民
館
で
行
う
考
え
は
。

　
　
教
育
長　
い
ろ
い
ろ
な

　
　
考
え
や
選
択
肢
は
あ
る

か
と
は
思
う
が
、ま
ず
は
５

ラ
ウ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
の
委
員

の
先
生
方
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
協
議
を
始
め
て
い
く
こ
と

が一番
大
事
と
考
え
る
。

　
　
中
学
校
の
英
語
の
授
業

　
　

で「
七
ヶ
浜
５
ラ
ウ
ン

ド
シ
ス
テ
ム
」の
学
習
方
法

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。先
生

方
は
、い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
重

ね
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、成
績
に
は
結

び
付
い
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
る
。主
語
や
動
詞
が
何
な

の
か
も
分
か
ら
ず
に
、授
業

を
受
け
て
い
る
生
徒
も
い
る

よ
う
だ
。基
本
と
な
る
文
法

に
も
っ
と
力
を
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
、導
入
し
て
か
ら
３

年
た
っ
た
今
、内
容
を
精
査
し

作
り
直
す
考
え
は
。

　
　
教
育
長　
文
法
に
関
し

　
　

て
は一
般
的
に
ラ
ウ
ン

ド
１
か
ら
５
の
う
ち
、ラ
ウ

ン
ド
４
で
理
解
を
深
め
て
い

る
。そ
れ
ま
で
繰
り
返
し
音

読
で
身
に
つ
け
さ
せ
た
英
文

は
、よ
り
詳
し
く
文
法
指
導

を
行
っ
て
い
る
。単
元
、あ
る

い
は
先
生
の
教
材
解
釈
に
よ

っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は

違
っ
て
い
る
が
、文
科
省
で

定
め
て
い
る
４
領
域
４
技
能

問

は
、取
り
組
ん
で
い
る
。　

　

英
語
の
４
領
域
の
中
で
、

書
く
こ
と
は
学
校
に
よ
っ
て

違
い
が
あ
る
が
、苦
手
と
し

て
い
る
生
徒
が
多
い
傾
向
が

見
ら
れ
る
。今
後
は
文
法
の

学
習
に
加
え
書
く
こ
と
に
も

力
を
注
げ
る
よ
う
改
善
に
努

め
、シ
ス
テ
ム
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
文
法
を
授
業
中
に
教
え

　
　
る
時
間
が
足
り
な
い
の

で
あ
れ
ば
、仙
台
市
で
導
入

し
て
い
る
よ
う
な
A
I
タ
ブ

レ
ッ
ト
教
材
を
導
入
す
る
な

ど
し
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習

で
き
る
機
会
を
与
え
る
べ
き

と
考
え
る
。事
業
を
起
こ
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
基
金

や
教
育
振
興
基
金
か
ら
繰
り

入
れ
し
、事
業
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

　
　
町
長　
現
場
の
声
を
聞

　
　
い
て
、そ
れ
が
良
い
の
か

ど
う
か
検
討
し
て
い
き
た
い

が
、ま
ず
は
教
育
委
員
会
の

意
見
を
主
体
的
に
聞
い
て
い

き
た
い
と
思
う
。

　
　

生
理
の
せ
い
で
ス
ト
レ

　
　
ス
を
感
じ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
配
慮
し
、各
学
校
で

判
断
し
生
理
用
品
を
設
置
す

る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

　
　
各
学
校
か
ら
依
頼
が
あ

　
　

れ
ば
問
題
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

問

　

衛
生
面
や
管
理
面
、指
導

面
と
い
う
観
点
か
ら
保
健
室

で
養
護
教
諭
が一
元
的
に
対

応
す
る
方
が
、教
育
的
で
あ

り
合
理
的
で
あ
る
。

　
　

準
備
は
し
て
い
る
が
、

　
　

な
っ
て
い
る
と
は
思
わ

ず
、ト
イ
レ
に
持
っ
て
行
っ
て

い
な
い
場
合
も
あ
る
。教
室

に
取
り
に
戻
っ
た
り
、保
健
室

に
借
り
に
行
く
と
５
分
間
の

休
み
時
間
内
で
済
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い
う
え
、授
業

に
遅
れ
て
し
ま
う
と
心
配
し
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
代

用
す
る
場
合
も
あ
る
。ま
た

生
理
用
品
を
持
ち
歩
く
の
が

嫌
で
長
時
間
交
換
し
な
い
場

合
も
あ
る
が
、そ
う
い
っ
た
場

合
の
対
応
は
。

　
　
そ
の
よ
う
な
事
例
も
あ

　
　
る
こ
と
を
学
校
側
に
伝

え
、そ
の
場
合
の
対
処
方
法

な
ど
の
指
導
も
お
願
い
す
る
。

言
う
に
言
え
な
い
、じ
く
じ

た
る
思
い
を
す
る
の
が
女
の

子
で
、手
を
差
し
伸
べ
る
、心

を
寄
せ
る
働
き
か
け
を
す
る

よ
う
指
導
す
る
。

問答

答

答

問答

問答

教育長

「七ヶ浜５ラウンドシステム」の
　　　　　　　　　　　　　　　　見直しを

システムのレベルアップに取り組んでいく

問答

佐　藤　直　美
  さ    と    う　        な　お　み

木　村　　稔
き    む     ら 　　    み  の  る

安心して過ごせるように
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一 般 質 問

歌　川　　渡
う   た   が   わ 　　わ   た   る

　
　

本
町
に
は
、都
市
計
画

　
　
法
に
よ
り
用
途
指
定
さ

れ
て
い
る
未
開
の
工
業
地
域

が
あ
り
、そ
こ
に
は
建
設
残

土
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
。こ

れ
ま
で
行
政
で
管
理
さ
れ
て

い
な
い
素
性
不
明
の
土
砂
が

搬
入
さ
れ
て
い
る
。そ
の
区

域
の一
部
は
都
市
計
画
上
工

業
地
域
と
し
て
の
開
発
が
促

進
さ
れ
る
よ
う
に
土
地
の
用

途
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。土

地
所
有
者
や
占
用
者
、周
辺

住
民
を
含
め
こ
の
用
途
は
説

明
し
合
意
を
と
る
必
要
が
あ

る
が
、こ
れ
ま
で
所
有
権
が

売
買
行
為
で
変
わ
り
、実
施

す
る
こ
と
が
難
し
い
側
面
が

あ
っ
た
が
、現
在
の
状
況
は
。

　
　
町
長　
当
該
用
地
は
石

　
　

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
関

連
施
設
と
し
て
想
定
さ
れ
て

い
た
。昭
和
45
年
8
月
の
仙

塩
広
域
都
市
計
画
区
域
の
工

業
地
域
と
し
て
大
枠
の
用
途

を
区
分
し
て
い
る
。そ
の
後

昭
和
53
年
８
月
に
用
途
区
域

が
指
定
さ
れ
た
市
街
化
区
域

の
用
途
区
域
決
定
を
行
い
、

目
的
に
応
じ
た
土
地
利
用
の

方
針
を
定
め
て
い
る
。そ
の

後
、当
時
の
所
有
者
か
ら
土

地
の
売
買
に
よ
り
所
有
権
移

転
登
記
が
さ
れ
て
お
り
、契

約
段
階
に
お
い
て
工
業
地
域

で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
総
合
計
画
通
り
実
施
す

　
　

る
と
な
れ
ば
、地
区
計

画
を
作
り
、工
業
用
地
と
し

て
の
土
地
開
発
を
促
進
し
て

い
く
こ
と
が
こ
の
地
区
の
あ

り
よ
う
と
考
え
る
が
そ
の
方

向
性
は
。ま
た
、所
有
者
へ
の

説
明
は
実
施
さ
れ
た
の
か
、

そ
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う

な
進
み
具
合
な
の
か
。

　
　
今
後
の
土
地
利
用
促
進

　
　

は
、町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
し

た
土
地
利
用
検
討
地
区
と
し
、

引
き
続
き
工
業
系
と
し
て
土

地
利
用
の
増
進
を
考
え
て
い

る
。所
有
者
の
土
地
利
用
の

動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら
、

関
係
機
関
等
の
協
議
や
連
携

に
よ
り
状
況
を
見
る
。

　
　
計
画
通
り
開
発
を
進
め

　
　
る
場
合
は
、ひ
と
つ
の
方

法
と
し
て
地
区
計
画
を
作
り

土
地
開
発
を
進
め
て
い
く
と

思
わ
れ
る
が
、そ
の
際
、地
盤

の
調
査
や
改
良
が
必
要
と
判

断
さ
れ
る
。そ
の
場
合
は
、進

出
す
る
企
業
で
地
盤
ま
で
改

良
し
、安
全
を
確
保
す
る
こ

と
に
な
る
の
か
。

　

誘
致
企
業
の
場
合
で
も
、

民
間
売
買
上
の
こ
と
で
行
政

は
関
与
し
な
い
こ
と
に
な
る

の
か
。

　
公
共
施
設
は
入
れ
る
必
要

は
あ
る
が
、本
体
工
事
は
関

与
し
な
い
姿
勢
か
。

　
　
１
社
が
保
有
す
る
工
業

　
　
地
域
の
地
盤
改
良
を
町

が
直
接
行
う
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。近
接
す
る
御
林
の

住
宅
地
や
大
木
囲
貝
塚
の
周

辺
環
境
に
配
慮
し
、ひ
と
つ
の

手
法
と
し
て
、地
区
計
画
な

ど
も
検
討
課
題
と
考
え
て
い

く
。こ
の
場
所
は
、土
地
の
所

有
者
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
明
確
に
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、今
後
、注
意
深
く

状
況
を
見
て
い
き
た
い
。

　
　

環
境
監
視
の一つ
の
方

　
　
法
と
し
て
水
質
水
量
の

管
理
を
指
標
と
す
る
場
合
が

あ
る
。地
下
水
や
盛
り
土
表

面
水
の
管
理
は
必
要
と
思
う

が
対
策
は
検
討
し
な
い
の
か
。

　
　
町
長　
事
業
者
か
ら
県

　
　
に
出
さ
れ
て
い
る
埋
め

立
て
区
域
内
の
排
水
計
画
で

は
、場
外
へ
雨
水
が
流
出
し

な
い
よ
う
に
排
水
路
を
設
け

沈
砂
池
に
て
濁
り
水
を
場
内

か
ら
は
直
接
流
さ
な
い
よ
う

対
策
は
と
っ
て
い
る
。埋
め
立

て
申
請
区
域
外
に
流
れ
出
る

地
下
水
や
盛
り
土
表
面
水
の

対
応
に
も
、埋
め
立
て
て
い

る
事
業
者
が
起
因
者
と
し
て

周
辺
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
配
慮
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。県
と一

緒
に
な
り
事
業
者
へ
の
対
応

策
を
要
請
し
て
い
く
。

　
町
と
し
て
も
関
係
す
る
複

数
課
で
横
断
的
に
情
報
共
有

し
、現
場
把
握
や
問
題
点
を

含
め
今
後
の
対
応
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
直
接
関
与
で
き
る
条
例
が

問

　
　

答

問答

問答

　
な
い
と
は
い
え
、水
質
水
量
の

監
視
も
含
め
て
現
状
の
把
握

に
努
め
る
。

　
　
埋
め
立
て
た
残
土
の
表

　
　
土
保
護
と
勾
配
の
管
理

は
県
に
任
せ
て
い
る
の
か
。

　
　
令
和
３
年
12
月
に
周
辺

　
　
を
現
地
確
認
し
た
が
未

確
認
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
盛
り
土
基
準
通
り
に
施
工

さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
、改

善
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
指

導
し
て
い
く
。

答 問

問答

町長

要害御林付近に指定している
　　　　　　　　工業地域の今後は

工業系へ促進させるが
　　　　所有者動向を注視していく

ち
ん  

さ     

ち

町の考えを聞く

町長

高齢者の補聴器購入費に助成を

町独自助成の考えはない

町
長

　
　
高
齢
者
の
聴
力
低
下
は

　
　
日
常
生
活
を
不
便
に
し
、

会
話
能
力
を
困
難
に
す
る
な

ど
生
活
の
質
を
落
と
す
大
き

な
原
因
で
あ
る
。最
近
で
は

う
つ
病
や
認
知
症
の
発
症
の

危
険
因
子
と
な
っ
て
い
る
。状

況
把
握
の
た
め
の
受
診
啓
発

の
考
え
は
。

　
　
町
長　
今
後
、検
討
し
て

　
　
い
き
た
い
。

　
　
65
歳
以
上
を
対
象
に
住

　
　
民
健
診
項
目
に
聴
覚
検

査
の
実
施
の
考
え
は
。

　
　
健
康
福
祉
課
長　
検
討

　
　
し
て
い
き
た
い
。

　
　
補
聴
器
購
入
費
に
助
成

　
　
制
度
の
実
施
の
考
え
は
。

　
　
町
長　
町
独
自
助
成
の

　
　
考
え
は
な
い
。

　

問

　
　
「
地
方
自
治
法
第
１
３

　
　

８
条
の
４
第
３
項
」の

規
定
は「
普
通
地
方
公
共
団

体
は
、法
律
又
は
条
例
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、執
行

機
関
の
附
属
機
関
と
し
て
自

治
紛
争
処
理
委
員
、審
査
会
、

審
議
会
、調
査
会
そ
の
他
の

調
停
、審
査
、諮
問
又
は
調
査

の
た
め
の
機
関
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
」と
あ
る
。こ
の
目

的
の
た
め
区
長
会
条
例
を
設

置
し
た
の
で
あ
れ
ば
、広
報

紙
な
ど
の
配
布
は
委
託
内
容

か
ら
除
外
す
べ
き
で
は
な
い

か
。ま
た
、引
き
続
き
、区
長

に
広
報
誌
な
ど
の
配
布
の
委

託
は
、私
人
扱
い
で
対
応
す
べ

き
で
は
。

　
　
　
　

　
　
町
長　
区
長
の
役
割
と

　
　

し
て
で
は
な
く
、自
治

会
組
織
が
隣
組
を
介
し
て
配

布
し
て
も
ら
う
の
が
、望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。地
区
へ

の
配
布
手
数
料
も
検
討
し
て

い
る
。

　
　
令
和
３
年
度
に
開
催
し

　
　
た
区
長
会
の
各
開
催
月

日
と
議
題
内
容
は
。

　
　

令
和
３
年
６
月
18
日
、

　
　

12
月
10
日
、令
和
４
年

２
月
18
日
の
３
回
開
催
。

　
２
月
18
日
の
議
題
は
①
任

期
満
了
に
伴
う
区
長
の
推
薦

②
区
長
報
酬
積
算
に
伴
う
区

長
が
所
管
す
る
世
帯
数
照
会

③
所
管
す
る
区
域
で
あ
る
。

　
　
令
和
４
年
度
当
初
予
算

　
　
に
計
上
さ
れ
て
い
な
い

が
、そ
の
理
由
は
。

　
　
町
長　
設
計
積
算
業
務

　
　
委
託
が
３
月
末
工
期
の

た
め
、計
上
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
令
和
４
年
度
内
の
施
設

　
　

再
開
と
な
る
の
か
。開

館
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
政
情
の
悪
化
等
で
建
設

　
　
資
材
の
確
保
が
難
し
い

状
況
で
も
あ
り
、遅
延
も
考

慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
。通
常

の
工
期
期
間
は
７
カ
月
程
度

と
見
込
ん
で
い
る
。

※
こ
の一般
質
問
は
、３

月
１４
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、３
月
１６
日

の
震
度
５
強
の
地
震
に

よ
り
、ア
ク
ア
リ
ー
ナ
は

再
び
大
き
な
被
害
を
受

け
た
た
め
、工
期
や
施

設
再
開
時
期
は
現
在
未

定
で
す
。

　
　

　
　
天
井
修
繕
に
は
原
状
復

　
　

旧
の
修
繕
と
聞
い
て
い

る
。同
規
模
の
地
震
に
対
応

で
き
る
修
繕
工
事
と
理
解
し

て
よ
い
の
か
。他
に
大
規
模

修
繕
箇
所
は
あ
る
の
か
。修

繕
費
の
見
込
み
総
額
は
。

　
　
昇
降
式
の
電
球
を
天
井

　
　

と一体
化（
固
定
）し
た

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
に
改
修
し
、

破
損・落
下
し
な
い
設
計
と
し

た
。ガ
ラ
ス
は
ス
ラ
イ
ド
工

法
に
改
修
。事
業
費
は
積
算

中
で
あ
る
。

　
　

今
後
、同
様
の
被
害
が

　
　

生
じ
な
い
た
め
、天
井

を
取
り
払
っ
て
改
修
工
事
を

す
る
考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
天
井
は
室
内
吸
音
対
応

　
　
と
な
っ
て
お
り
、現
状
で

対
応
。Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
に

改
修
す
る
こ
と
で
安
全
性
を

高
め
る
対
応
を
す
る
。

問

答

答問答

問答問答

問答

渡　邉　　淳
わ   た   な   べ      　    あ　つ　し

す
で
に
建
設
残
土
が
置
か
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
流
域
の
管
理
は

今
後
、指
摘
箇
所
は

　
　

  

事
業
者
に
指
導
し
て
い
く

町
長

区長業務の広報配布を
町内会班長が実質配布している

問答問答

区
長
の
広
報
紙
等
配
布
は

　

区
長
会
条
例
の
設
置
目
的
外

区
長
の
役
割
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る

地
区
へ
の
配
布
は
検
討
す
る

町
長

問答

順
調
に
進
ん
で
も
７
カ
月
の

　
　

  

工
期
と
見
込
ん
で
い
る

ア
ク
ア
リ
ー
ナ
の
早
期
修
繕
を
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回

議会報告・懇談会
開催中止のおしらせ

　開催を予定しておりました、議会報告・懇談会は、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため中止とさせていただきます。

　
貸
し
出
し
可
能
農
地
の
活

用
に
よ
る
、営
農
促
進
の
可

能
性
や
農
地
集
積
の
方
向
性

に
つ
い
て
、産
業
課
に
出
席
を

求
め
、各
委
員
の
意
見
を
基

に
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
町
の
計
画
は

　
農
用
地
区
域
内
で
１
３
２

筆
が
耕
作
放
棄
状
態
で
す
。

　
中
間
管
理
機
構
を
通
し
て

の
貸
し
付
け
集
積
は
61
名
で

面
積
は
94・２
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

す
。借
り
た
い
場
所
が
あ
れ

ば
町
が
仲
介
し
ま
す
。

●
貸
し
出
し
条
件
は

　
貸
し
手
と
借
り
手
の
当
事

者
同
士
で
折
衝
し
相
談
と
な

り
ま
す
。

●
担
い
手
支
援
制
度
は

　
単
発
で
す
が
地
域
集
積
協

力
金・経
営
転
換
協
力
金
等

の
支
援
事
業
が
あ
り
ま
す
。

●
法
人
化
推
進
方
策
は

　
町
が
作
成
し
て
い
る
人・農

地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
さ
れ

て
い
る
認
定
農
業
者
、個
人

５
名
、法
人
１
社
が
あ
り
ま

す
。
　
耕
作
放
棄
地
と
な
ら
な
い

よ
う
に
集
積
率
を
伸
ば
し
て

い
く
等
、予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、い
ろ
い
ろ
な
施

策
を
打
ち
出
し
て
い
る
国
レ

ベ
ル
の
対
策
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
調
査
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

　

　
要
観
察
児
の
経
過
観
察
や

継
続
相
談
体
制
は
。

　
子
ど
も
未
来
課
長

　
保
育
園
や
幼
稚
園
に
入
園

し
た
後
も
引
き
続
き
保
健
師

な
ど
が
関
わ
っ
て
い
る
。就
学

に
向
け
た
支
援
と
し
て
、心

理
士
に
よ
る
巡
回
訪
問
も
行

っ
て
い
る
。

　

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

必
要
性
と
設
置
は
。

　
健
康
福
祉
課
長

　
療
育
手
帳
を
持
つ
方
が
増

え
て
い
る
。民
間
の
事
業
者

も
増
え
て
お
り
利
用
者
の
増

加
は
続
く
と
思
わ
れ
る
。町

で
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い

が
事
業
者
が
来
て
く
れ
た
ら

拒
否
し
な
い
。

これも議会の仕事ですこれも議会の仕事です
農
地
の
管
理
と

　

環
境
促
進
策
に
つ
い
て

総務
産業

　
保
護
者
や
家
族
と
の
相
談

体
制
は
。

　
健
康
福
祉
課
長

　
保
健
師
が
継
続
的
に
見
守

り
を
行
っ
て
い
る
。必
要
に
応

じ
て
各
課
や
出
先
機
関
と
連

絡
を
と
り
連
携
し
て
い
る
。

　
教
育
総
務
課
長

　
未
就
学
児
が
就
学
す
る
際

に
は
、学
校
や
保
健
師
、子
ど

も
未
来
課
と
連
携
し
、学
校

見
学
や
教
育
相
談
を
行
っ
て

い
る
。

　
保
育
園
等
か
ら
高
校
ま
で
、

進
学
の
都
度
ス
ム
ー
ズ
に
支

援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
支

援
情
報
の
共
有
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
教
育
総
務
課
長

　

幼
稚
園・保
育
所
か
ら
高

校
ま
で
必
要
な
情
報
共
有
は

行
っ
て
い
る
。現
状
の
把
握
や

成
長
記
録
と
し
て
、個
別
の

教
育
支
援
計
画「
あ
す
な
ろ

パ
ス
ポ
ー
ト
」を
作
成
し
て

い
る
。

　

障
が
い
児
へ
の
早
期
発
見

と
支
援
に
つ
い
て「
子
ど
も

未
来
課
」「
教
育
総
務
課
」

「
健
康
福
祉
課
」か
ら
20
項

目
の
質
問
に
対
し
、回
答
を

頂
き
ま
し
た
。そ
の一部
を
紹

介
し
ま
す
。

　

健
診
等
で
障
が
い
の
疑
い

が
出
た
時
、相
談
機
関
を
明

確
に
し
、十
分
な
支
援
が
受

け
ら
れ
る
体
制
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
子
ど
も
未
来
課
長

　
乳
幼
児
健
診
は
全
て
保
健

師
と
栄
養
士
が
つ
い
て
お
り
、

障
が
い
の
疑
い
が
見
ら
れ
た

ら
協
議
し
て
同
日
中
に
対
応

を
決
め
て
い
る
。

Ｑ

教育
民生

障
が
い
児
へ
の

　

早
期
発
見
体
制
と

　

支
援
拡
充
策
に
つ
い
て

Ａ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

　
　
　

議
会
だ
よ
り
は
い
つ

も
読
ん
で
い
ま
す
。と
て
も

参
考
に
な
り
ま
す
。

　

励
み
に
な
り
ま
す
。貴
重

な
コ
メ
ン
ト
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。今
後
に
お
い

て
も
さ
ら
に
読
み
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
バ
ス
時
間
を
も
っ
と

わ
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い

で
す
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
、運
行

状
況
が
わ
か
る
バ
ス
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
、利
便
性
が
向
上
す
る
と

思
い
ま
す
。（
Ｐ
５
参
照
）

　　
　
　
菖
蒲
田
浜
の
ビ
ー
チ

ク
リ
ー
ン
を
週
１
回
実
施
し

て
い
ま
す
。町
ま
た
は
地
域

の
方
と一緒
に
実
施
し
た
い
の

で
、方
法
を
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
で
は
、し
ち
が
は
ま
ク

リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
環
境
美
化
に
努

め
て
い
ま
す
。参
加
方
法
等

は
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
参
照
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
子
育
て
に
関
す
る
町

の
情
報
な
ど
を
も
っ
と
増
や

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
、町
は
子
ど
も
未
来

課
を
新
設
し
、子
ど
も
に
関

す
る
相
談
や
手
続
き
の
改
善

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
年
度
か
ら
、乳
児

家
庭
全
戸
訪
問
事
業
と
し
て
、

保
健
師
か
ら
指
導
や
助
言
、

個
別
指
導
も
受
け
ら
れ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、議
会
の
教
育
民
生

常
任
委
員
会
で
も
現
在
、障

が
い
児
支
援
の
拡
充
策
に
つ

い
て
の
調
査
研
究
を
し
て
お

り
ま
す
。(

Ｐ
２３
参
照)

　
今
後
と
も
ご
要
望
に
沿
え

ま
す
よ
う
に
、尽
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

　
　
　

防
災
無
線
で
す
が
、

昼
間
は
も
と
よ
り
、夜
間
で

は
戸
を
開
け
て
も
聞
き
取
れ

な
い
状
況
で
す
の
で
、例
え

ば
女
川
町
で
以
前
に
実
施
し

て
い
た
各
家
庭
へ
の
ラ
ジ
オ

型
無
線
機
の
貸
与
な
ど
を
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
防
災
無
線
が
聞
こ
え
に
く

い
方
に
は
、町
で
防
災
行
政

無
線
個
別
受
信
機
を
貸
出
し

て
お
り
ま
す
。防
災
対
策
室

や
各
地
区
の
区
長
さ
ん
に
ご

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
　
　

議
会
報
告・懇
談
会

で
す
が
、参
加
人
数
が
少
な

く
、意
見
も
少
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。ま
た
、意
見・要

望
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の

か
議
会
だ
よ
り
に
全
部
載
ら

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
の
で
、

改
善
状
況
等
を
載
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見・要
望

な
ど
は
極
力
掲
載
す
る
よ
う

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

要
望

要
望

意
見

意
見

意
見

要
望

Ａ

～ありがとうございます～

議会だよりの１４５～１４９号のクイズに寄せられた
コメントは43件ありました。議会だよりの内容や議会に
対しての要望、意見などをいただき感謝申し上げます。

議会だよりのクイズの答えに寄せられた要望や意見からお答えします。

　　　　に寄せられた
皆さんからのコメント

ズク イ
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